
自己紹介～入社に至るまで～

私は1987年7月17日生まれ、36歳のO型です。
大学時代は1年ほど海外留学をして、新卒でパナソ
ニックに入社しました。老祥記には2012年に入社し、
現在に至ります。座右の銘、大切にしている言葉は「全
てはうまくいっている」良いことも悪いことも含めて全
てが自分のプラスになる、という風に思っています。仕
事だけではなく趣味、家庭を33%ずつ全力で真剣に取
り組む。それが自分のライフスタイルです。
大学卒業後、「うちのお店をちょっとでも良くしたい」
という思いからサラリーマンを志しました。私は4代目
というポジションですが、過去の2代目、そして3代目
も一般企業には入社せずにそのままお店をやっていまし
た。そういう意味では先代と少し違った視点で経営者に
なりたいという風に思いました。
お店は元々祖父と祖母が住んでおり、休みの日にはよ
くお店に遊びに行っていました。職人さんが1階で豚ま
んを作っていて、従業員からもすごく慕われていて、社
長とかの悪口なんかは一切聞いたことがありませんし、
「おじいちゃんもお父さんも、すごく好かれてるんだな」
とそんな風に見ていました。そもそもこの会社を変える
必要ってあるのかという状態でした。
ただ、この家族に生まれた以上、自分が携わって何か
少しでも良くなるのであればそこは良くしていきたい。
会社を継ぐときの意気込みとして、「今の会社を1%成長

させて、次の世代にバトンを繋ぐ」。それが自分のミッ
ションじゃないかなと思ってパナソニックに入社しまし
た。黒物家電を扱う事業所に在籍し、そこで得たもの
は、グローバルで多様な方と一緒に働くことができたこ
とです。日本人だけではなくアジアの方、北米の方と一
緒に働くことができ、自分の価値観を磨く良い機会に
なったと思っています。
また、会社の仕組みというものを知ることができまし
た。大きな会社ですから企画書を1つ通すのも非常に大
変でした。そういう意味でのフットワークの重さやしが
らみも感じましたが、ビジネスマナーやメールの送り
方、名刺交換、会議の進め方などは、自社では誰も教え
てくれなかったと思います。そういう意味では非常にあ
りがたい2年間でした。
最後に、今回のテーマでもある経営理念という考え方
に出会えたのも非常に大きいポイントでした。新入社員
で入社して2泊3日で研修施設に入り、経営理念を学ぶ
という研修がありました。創業者の松下幸之助を知り、
経営理念がどのようにして生まれたのか、経営理念を
10万人規模の会社でどのように落とし込ませているの
か。そういうことを20数歳の若者が学べるという機会
はそうそう無かったと思います。こんなに優秀な人達
が、こんなマンモスみたいな会社が1つの理念に向かっ
て歩んでいく姿がとても素敵でした。これは絶対自社に
持ち帰ろうと思いました。

自社紹介～入社してから～

今現在、会社の代表取締役は私の父が務めています。
創業は1915年、今年で108年目になります。事業内容
は豚饅頭の販売、雑貨店の経営です。従業員者数は27
名、ほぼ全員が豚まん職人だと思ってください。それ以
外の仕事を私と父が行うという文鎮型企業です。代表が
父で私がナンバー 2ですが、私は主に広報や人事、総務、
事業企画を行っています。お店は、おそらく皆さんがご
存知の老祥記という豚饅頭屋、曹家包子館という椎茸が
入った豚まんの2号店が対面にあります。2007年には
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■事業内容及び会社沿革
韓国現地法人「KAISHO KOREA」及び、韓国契約
工場より輸入。「韓国産穴子」に特化した輸入卸売業、
加工卸売業。
2001年5月　 有限会社海昇 設立 

開穴子・活穴子の輸入卸売事業を開始
2006年5月　相田健太（現代表）入社
2012年6月　 韓国現地法人 

「KAISHO KOREA CO.,LTD」設立
2019年1月　 「かんしん屋」の屋号にて焼穴子の加工業を

開始
2022年10月　現所在地に新社屋を建て本社移転

■経営理念（経営指針）の成文化について
経営指針の成文化については2度チャレンジしていま
す。1度目は2014年で、当時は父母私の3人で経営して
いたので、思いを伝えるというよりも数字を組んで、営
業計画を作成したような感じでした。当然、せっかく作っ
たのに活用できず、ほぼお蔵入り状態
になりました。
2度目に取り組んだのは2018年でし
た。前年に初めて正社員が入社し、ま
た翌年には代表取締役への就任が決
まっていたので、経営者としての思い
を伝える必要性、またそれを明文化す
る必要性を肌身で感じ、積極的に作成
したいと思い取り組みました。

■経営理念について
何のためにうちの会社は存在しているのかということ
を社員と共有しようと思いました。またあらためて創業
者（父）のことと創業時の思いを知りたい、そして伝えて
いかなければならないと考えながら成文化しました。そ
の中で、創業からここに至るまで「食生活の豊かさを広げ
ていきたい」という思いは、ブレないで常に持ち続けてい
たことを強く認識しました。

■これからの夢・抱負
10年ビジョン
『「俺たちは、ANAGO王になる。」を合言葉に、「あな
ごカンパニー」と呼ばれる会社から「皆さまに喜ばれるあ
なご商材を輩出」していく！』
を実現させるべく行動していきます。
また、今年度、わが社の経営理念である「食生活の豊
かさ作りに貢献したい」という思いに共感してくれた新入
社員2名を迎え一緒に働いています。そして来年度も同じ
くこの思いに共感してくれた25年卒業予定者の1名に内定
を出しています。同じ思いをもつ者同士が、互いに正面か
ら関わり合う時、さらに素晴らしいパワーが生まれると確
信しています。
新しい力を迎え、アナゴを基本として、同時にそれ以
外の分野にも積極的に展開し、発展させていきます！

・ 食の可能性を広げ、追及していき、食生活の 
豊かさ作りに貢献します。

・ 期待を超える！を心掛け、みなさんに喜ばれる
仕事をします。

・ お互いが本気で関わり合い、ここで働く人と 
その家族皆の幸せをつくります。

株式会社海昇

＜会社外観＞ ＜会社受付＞
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